
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1202 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学 科目 (学)基礎数学 
単位

数 
３単位 年次 １年次 

使用教科書 独自教材 

副教材等 独自教材 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

学びなおしを主にしつつ、高校への内容を行っていきます。就職試験に出てくるような問題から、

応用問題まで幅広く扱います。反復練習を主に行います。 

 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

数学の基礎計算ができるようになる。文章の中から必要な数値・情報を読み取ることができる。 

高校入学以前に学習した内容を振り返り、定着することができる。 

高校の内容に取り組む。 

 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育

成することを目指す。[ a:知識・技能  b:思考・判断・表現  c:主体的に学習に取り組む態度 ] 

(a) 数学の基礎計算や、文章の中から必要な数値・情報を読み取ることができるようにするととも 

に，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付け 

るようにする。 

(b) 社会の事象などから設定した問題について，データの関係・法則などに着目し，適切な手法を選 

択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を 

養う。 

(c) 数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判 

断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ 

うとする態度や創造性の基礎を養う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

数式の計算や法則を正しく

行うことができる。 

単位をきちんと確認し正し

く扱うことができる。 

計算の課程を正しく記述す

ることができる。 

物事の事象を数学的にとら

えることができる。 

与えられた計算・数式に対し

て様々な角度から考察し工

夫をし計算することができ

る。 

計算を見直しすることがで

きる。 

数式や計算に対して様々な

公式や工夫を行うよう努め

ている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 数

と

式 

数式の計算 

四則演算 

平方根の計算 

指数の計算 

a:計算の順序について理解している。 

計算の順序を理解し、計算を正確に行うこ

とができている。 

b:日常の事象や社会の事象などを数学的

に捉え、解決の過程を振り返ってほかの事

象との関係を考察することができる。 

c:計算間違いをした個所を見直し、正しい

数値を考えることができる。 

計算結果を見直しを行うことができる。 

ペーパ

ーテスト 

 

授業課

題 

ワークシ

ート 

 

授業課

題 

授業観

察 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 

 

式の展開 a:分配法則について理解している。積の交

換法則を理解し、計算式を変形し計算を行

いやすいように工夫している。 

展開公式を理解し、活用することができ

る。 

 

b:展開の順番や置き換えの工夫を用いる

ことにより計算を軽くすることが考察で

きる。 

 

c:様々な工夫により展開を行うことがで

ペーパ

ーテスト 

 

授業課

題 

ワークシ

ート 

 

授業課

題 

授業観

察 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

きないか考えることができる。既習の内容

と結び付けて計算を行うことができる。 

因数分解 a:共通因数および公式での因数分解を理

解している。多項式を整理することができ

る。 

 

b:因数分解を行うにあたりどのように行

うかをイメージすることができ、適切な部

分における因数分解を行うことができる。 

 

c:因数分解の過程において、数の素因数分

解などと結び付け数式へ活用しようとし

ている。振り返り・考察することができて

いる。 

ペーパ

ーテスト 

 

授業課

題 

ワークシ

ート 

 

授業課

題 

授業観

察 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 

 

数
と
式 

1 次方程式 

連立方程式 

a:方程式の移項について適切に行うこと

ができる。等式の性質を理解し、変形をす

ることができる。 

b:方程式を解く際に、式の関係に着目し、

日常の事象や社会の事象などを数学的に

とらえ問題を解決することができる。ま

た、その過程を振り返り他の事象との関係

を考察することができる。 

c:方程式を用いることの良さを認識し、活

用しようとしている。日常の事象などを通

して考察を深めることができる。 

ペーパ

ーテスト 

 

授 業 課

題 

ワークシ

ート 

 

授 業課

題 

授業観

察 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 

 

２ 速
度
の
計
算 

速さ・時間・距離 a:速さと時間、距離に関しての単位等を理

解し変更することができる。速さ時間距離

の関係を理解し、正しく式を立てることが

できる 

b:速さの単位を関係式から考察すること

ができる。日常的な事象と結び付け考察す

ることができる。 

c:速さ、時間、距離の関係式を活用しよう

としたり、問題解決の過程を振り返って考

察をすることができる。 

ペーパ

ーテスト 

 

授 業 課

題 

ワークシ

ート 

 

授 業課

題 

授業観

察 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 
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割
合 

比の計算 

百分率の計算 

割合の計算 

濃度の計算 

a:割合の考えを具体的にイメージしたり

図示することができる。何に対する割合で

あるかを正しく把握することができる。 

b:割増や割引などの計算を用いて社会的

な事象に繋げ考察することができる。比や

割合の考え方を正しく認識し様々な表現

をすることができる。 

c:割合や比を活用しようとする。問題の解

決にあたり振り返って考察することがで

きる。 

ペーパ

ーテスト 

 

授 業 課

題 

ワークシ

ート 

 

授 業課

題 

授業観

察 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 

 

速
度
の
計
算 

流水算 

通過算 

a:通常の速さや距離ではなく、状況により

変化することを認識する。速さ、時間、距

離を正確に認識し求めることができる。 

b:流れの向きや、通過時の長さなど条件に

合わせて変化する値を認識し、考察するこ

とができる。 

c:問題の解決にあたり、様々な条件を考慮

し求めることができる。解答の過程を振り

返り考察することができる。 

ペーパ

ーテスト 

 

授 業 課

題 

ワークシ

ート 

 

授 業課

題 

授業観

察 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 

 

S
P
I 

仕事算 

年齢算 

平均 

a:全体を１とする考え方を行うことがで

きる。条件文から正しい読み取りを行うこ

とができる。 

b:文章を正しく認識し、立式することがで

きる。事象を数学的に認識し考察すること

ができる。 

c:文章から立式することができる。粘り強

く考え問題解決を行おうとしている。 

ペーパ

ーテスト 

 

授 業 課

題 

ワークシ

ート 

 

授 業課

題 

授業観

察 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 

 

図
形 

図形の面積 

図形の体積 

角度 

a:指定された図形を認識し、図示すること

ができる。面積、体積の公式や角度の関係

を使うことができる。 

b:数学的に公式や求め方を考察し、活用す

ることができる。 

c:公式を覚え、積極的に活用することがで

きる。図形を図示することができる。粘り

強く図形と向き合い考えることができる。 

ペーパ

ーテスト 

 

授業課

題 

ワークシ

ート 

 

授業課

題 

授業観

察 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 

 

３ 数
と
式 

数式の計算 

四則演算 

平方根の計算 

指数の計算 

a:計算の順序について理解している。 

計算の順序を理解し、計算を正確に行うこ

とができている。 

b:日常の事象や社会の事象などを数学的

に捉え、解決の過程を振り返ってほかの事

象との関係を考察することができる。 

c:計算間違いをした個所を見直し、正しい

数値を考えることができる。 

計算結果の見直しを行うことができる。 

ペーパ

ーテスト 

 

授 業 課

題 

ワークシ

ート 

 

授 業課

題 

授業観

察 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 
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式の展開 a:分配法則について理解している。積の交

換法則を理解し、計算式を変形し計算を行

いやすいように工夫している。 

展開公式を理解し、活用することができ

る。 

b:展開の順番や置き換えの工夫を用いる

ことにより計算を軽くすることが考察で

きる。 

c:様々な工夫により展開を行うことがで

きないか考えることができる。既習の内容

と結び付けて計算を行うことができる。 

ペーパ

ーテスト 

 

授 業 課

題 

ワークシ

ート 

 

授 業課

題 

授業観

察 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 

 

 因数分解 a:共通因数および公式での因数分解を理

解している。多項式を整理することができ

る。 

b:因数分解を行うにあたりどのように行

うかをイメージすることができ、適切な部

分における因数分解を行うことができる。 

c:因数分解の過程において、数の素因数分

解などと結び付け数式へ活用しようとし

ている。振り返り・考察することができて

いる。 

ペーパ

ーテスト 

 

授 業 課

題 

ワークシ

ート 

 

授 業課

題 

授業観

察 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 

 

1 次不等式 

連立不等式 

a:方程式と不等式の違いを認識し、解決に

向かうことができる。不等式を解くために

様々な工夫があることを理解することが

できる。 

b:方程式と不等式の違いに着目し、数学的

に捉えることにより問題を考察、解決する

ことができる。 

c:不等式と向き合い、解こうとする姿勢が

ある。問題解決にあたり振り返りや考察を

行い根気強く取り組むことができる。 

ペーパ

ーテスト 

 

授 業 課

題 

ワークシ

ート 

 

授 業課

題 

授業観

察 

ワークシ

ート 

 

振り返り

シート 

 

 

 

 

 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


